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南部鉄器（奥州市水沢区）
時は平安末期。藤原清衡は近江国（現在の滋賀県）から豊田館
へと鋳物師を招き、鉄の鋳造をさせました。以来、砂鉄や鉄鉱
石、川砂や粘土が豊富だったことから鉄器づくりは定着し、
北上川の舟運によって全国に流通していきました。湯釜や鉄
瓶に代表される素朴な味わいと機能美は、先人たちの探究心
と豊かな感性、高い技術のたまもの。
伝統的な意匠に加え新しいデザインも多彩です。奥州の街を
歩けば南部鉄器の街路灯などがかもしだす、風情ある景観に
出会えます。

1

1 基本理念・経営方針
2 ごあいさつ
3 水沢信用金庫と地域社会
5 地域金融円滑化に係る取組み

 地域金融円滑化のための基本方針

6 中小企業の経営の改善及び
地域の活性化のための取組みの状況

9 事業内容
10 店舗一覧
11 トピックス
17 各種ご案内
 預金商品のご案内
 融資商品のご案内
 サービス業務のご案内

19 各種手数料一覧
21 金庫の事業の運営に関する事項
 法令等遵守（コンプライアンス）の取組み
 個人情報保護について
 顧客保護等管理方針について
 利益相反管理方針について
 反社会的勢力に対する基本方針について

23 金融商品・保険商品のご提案にあたって
24 リスク管理体制
25 金融ADR制度
27 総代会等に関する事項
29 金庫の組織に関する事項
30 当金庫の歩み
31 資料編
57 開示項目一覧

C O N T E N T S

水沢信用金庫　本店外観

水沢信用金庫

T HE  M I Z U S AWA  S H I N K I N  B A N K

創　　立 昭和24年7月12日
本　　店 奥州市水沢区字日高西71番地1
電　　話 0197-23-5191（代表）
店 舗 数 11店舗
会 員 数 11，498名
出 資 金 4億83百万円
役職員数 154名
営業地区 奥州市、胆沢郡金ケ崎町、北上市、

一関市（旧一関市、旧大東町、旧東山町）、大船渡市、
陸前高田市、気仙郡住田町、西磐井郡平泉町

ホームページ http://www.mizusawashinkin.co.jp/

私たち水沢信用金庫は、地域とともにある金融機関で
す。地域の発展があってこそ当金庫の発展がありえると
の理念のもと、昭和24年創業以来68年の歴史を歩ん
でまいりました。

これからも、地域経済の発展と豊かな暮らしづくりのお
役に立てるよう、堅実な経営を維持し、皆様から信頼され
るパートナーとして、地域とともに歩んでまいります。

地域社会の発展
豊かな暮らしづくりを目指して

1. 地域社会に対する貢献
地域金融機関として地域社会の発展、地域住民の繁栄に貢献する。

2. 経営の安定と発展
常に経営規模の拡大と合理化を図り、

健全経営の維持と内部蓄積の充実に努める。

3. 魅力ある職場づくり
職員の創意を尊重し、人材の登用と資質の向上をはかり、

働きがいのある希望に満ちた職場をつくる。

基本理念
Basic Philosophy

経営方針
Management Policy
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